
施策評価シート（令和元年度～４年度）

（１）総合評価

※【評価基準】Ｓ：施策の目的が十分に達成されている。Ａ：施策の目的が達成されている。Ｂ：施策の目的があまり達成されていない。Ｃ：施策の目的が達成されていない。

※総合評価は、原則、指標の達成状況（達成率）に基づき判断する。ただし、指標の分析結果や指標以外の成果等により、指標の達成状況（達成率）と異なる評価とする場合は、その理由を必ず記載すること。

（２）成果指標

※【評価基準】ｓ：105％以上、ａ：95％以上105％未満、ｂ：85％以上95％未満、ｃ：70％以上85％未満、ｄ：70％未満

　第3次総合計画（H27～R4）での指標設定によリ
JR草薙駅の乗降客数は現状値をH24の乗降客数として、これに対し８ヶ年で10％増加することを目標
としている。
●H24時点の現状値　17,008人
●R４の目標値　H24時点の乗降客数の10％増で17,008☓110％＝18,709人

1
0.7％増

(18,513人／日)
19.25％増

(21,922人/日)
118.4% s

3
1.4％増

(18,644人／日)

指
標
以
外
の

成
果

【草薙駅周辺地区】
・令和元年度末の草薙駅周辺整備事業全体の事業進捗率（事業費ベース）は市道草薙楠４号線拡幅工事が一部残工事となっているが98.0％の達成となった。このうち草薙駅南口駅前広場については整備が100％完了した。（R元年度）
・当初計画の南口イベント広場に加え、北口芝生広場も都市再生推進法人草薙カルテッドと、都市利便増進協定を締結した。（R元年度)

ー ー ー

4
1.8％増

(18,709人／日)
ー ー ー

JR草薙駅の乗降客数
18,382人／日
（平成29年度）

2
1.1％減

(18,578人／日)
ー ー ー

　第3次総合計画（H27～R4）での指標設定によリ
JR安倍川駅の乗降客数は現状値をH24の乗降客数として、これに対して８ヶ年で10％増加することを
目標としている。
●H24時点の現状値　9,016人
●R４の目標値　H24時点の乗降客数の10％増で9,016☓110％＝9,918人3

2.9％増
(9,848人／日)

ー ー

2
2.2％増

(9,778人／日)
ー ー ー

1.5％増
(9,708人/日)

100.00% a

ー

4
3.7％増

(9,918人／日)
ー ー ー

ー 理由 ー

令和３
年度

ー 理由 ー

施策 １　都心の機能を補完する地域拠点の整備及び官民協働で進めるまちづくり

施策の
目的

本市の東西交通軸上に位置するＪＲ草薙駅及びＪＲ安倍川駅の周辺地区は、コンパクトシティを目指すうえで重要な地域拠点です。これらの地域拠点は、交通結節
点としての役割だけでなく、地域の交流の場としての機能を担うことから、官民連携のもとJR静岡・清水・東静岡駅周辺の機能を補完し、地域の特色に応じたまち
づくりを進めます。

総
合
評
価

令和元
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
安倍川駅及び草薙駅周辺地区では、新駅舎・自由通路や駅前広場等の整備による交通結節点機能の強化を図った。また官民連携による地域の特色に応じた活発なまち
づくり活動により、地域交流の場として発展しており、年々の駅乗降客数の増加傾向も踏まえ、総合評価は「A」とした。

令和２
年度

令和４
年度

ー

分野 ６　都市・交通 評
価
責
任
者

所属

理由 ー

成
果
指
標

指標名 現状値 年度 目標値 実績値 達成率（％） 評価 目標値の算出根拠

JR安倍川駅の乗降客数
9,568人／日
（平成29年度）

1
1.5％増

(9,708人／日)

都市局　都市計画部　市街地整備課

政策 ２　地域の魅力と活力を高めるまちづくりを推進します 氏名 課長　鷺坂　徳寿



（３）施策を構成する主要事業

※主要事業の優先順位は、各施策の目的や指標を達成する上で、重要度、貢献度などの観点から高いものから順位とする。

※達成状況の凡例（◎：計画より進んでいる、○：計画どおり進んでいる、△：計画より遅れている、－：計画上実施時期が到来していない）

（４）今後に向けた見直し等

令和４年度 ー ー

令和２年度 ー ー

令和３年度 ー ー

年度 課題 見直しの方向性

令和元年度

・将来交通需要を見据えた最適な交通環境改善のための検討(交通環境改善事業)

・エリアマネジメントを持続可能なものとするため、一般社団法人草薙カルテッドの人材確保、人材育成、財源確保
が課題となっている。(草薙駅周辺におけるエリアマネジメントの推進)

・安全で快適な交通環境の実現に向け、引き続き地権者などの関係者及び関係機関との協議・調整を図る(交通環
境改善事業)

・都市利便増進協定制度等を活用した公共空間の利活用を拡大し、持続可能なエリアマネジメントの推進を支援
する。(草薙駅周辺におけるエリアマネジメントの推進)

4

2

3

1

ー

0.0

○
2 ー ー ー ー ー ー

3

ー4 ー ー ー ー ー

JR草薙駅北口周辺土地利用計画（用途地域等）見直し事業

①個別説明、全体説明会結果等を各戸周知、関係地権者対応（R元年）
②都市計画の定期見直し時に用途地域等の見直し実施（R7予定） 3

1 0 0 0 1.0 0.0

ー ー ー ー ー

ー

0.0

○
2 ー ー ー ー ー ー

3

ー4 ー ー ー ー ー

JR草薙駅北口周辺交通環境改善事業
①関係機関協議（静岡国道事務所、県警本部、清水署）(H28～R元年)
②関係者協議・調整（学校、自治会等）(H28～R元年)
③国道横断あり方研究会の開催(H28～R元年)

3

1 0 0 0 1.3 0.0

ー ー ー ー ー

○

2 ー ー ー ー ー ー

3

ー4 ー ー ー ー ー

ー4 ー ー ー ー ー

草薙駅周辺におけるエリアマネジメントの推進

①草薙駅南口メインストリートの利活用検討
②あかり（照明）のまちづくり事業の実施
③移動しやすい環境づくりの検討
④草薙駅南口グランドデザイン研究会の開催
⑤草薙駅周辺まちづくり検討会議の開催
⑥草薙まちづくりインターンシップの開催　　　（以上　R元年度）

2

1 6,400 0 6,075 4.0 0.0

ー ー ー ー ー ー

0.0

ー ー

3 ー ー ー ー ー ー
草薙駅周辺整備事業

①市道草薙楠４号線拡幅工事
②草薙駅南口駅前広場の整備（電共・排水構造物・舗装）
③ＪＲ草薙駅北口駐輪場の地質調査・実施設計
④ＪＲ草薙駅北口駐輪場の整備　　　　　　　（以上　R元年度）

1

1 14,188 200,765 213,676 6.0 1.0 0.0

○
2 ー ー ー ー

主要事業名 主な活動内容
優先
順位

年度 現計予算額
前年度から
の繰越額

決算額

人工
達成
状況

正規 非常勤 臨時

（千円）



施策評価シート（令和元年度～４年度）

（１）総合評価

※【評価基準】Ｓ：施策の目的が十分に達成されている。Ａ：施策の目的が達成されている。Ｂ：施策の目的があまり達成されていない。Ｃ：施策の目的が達成されていない。

※総合評価は、原則、指標の達成状況（達成率）に基づき判断する。ただし、指標の分析結果や指標以外の成果等により、指標の達成状況（達成率）と異なる評価とする場合は、その理由を必ず記載すること。

（２）成果指標

※【評価基準】ｓ：105％以上、ａ：95％以上105％未満、ｂ：85％以上95％未満、ｃ：70％以上85％未満、ｄ：70％未満

指
標
以
外
の

成
果

・日本平久能山スマートＩＣ開通（９月14日）により、観光施設等へのアクセス性が向上。
・清水港開港120周年、日本平動物園開園50周年、東名高速道開通50周年等の記念行事、「夜景サミット2019in静岡」の開催等により認知度が向上。

2

3

1

4

4

2

3

1

2,649 ー ー ―

3 2,674 ー ー

成
果
指
標

指標名 現状値 年度 目標値 実績値 達成率（％） 評価 目標値の算出根拠

日本平・三保松原観光入込客数
（千人/年）

2,499
(H22～25平均)

1 2,624 2,666 101.6% a

―

4 2,699 ー ー ―

交通量調査及び駐車場利用台数（自家用車、バス、バイク）からの推計値
H26実績の１％（約25千人）が毎年増加
（※観光交流客数：観光・MICE推進課より）

2

ー 理由 ー

令和３
年度

ー 理由 ー

施策 ２　大規模社会資本や観光資源を活かした交流拠点の整備

施策の
目的

本市南東部に位置する日本平・三保半島地区は、名勝日本平をはじめ、国宝久能山東照宮、世界文化遺産構成資産「三保松原」等、世界に誇れる歴史的・文化的価値
の高い観光資源が集まっています。
当地区では、東名日本平久能山スマートインターチェンジの開設による富士山静岡空港を利用したインバウンド観光や、中部横断自動車道（新清水JCT）開通による
甲信越地方からの新たな観光、国際拠点港湾清水港への国内外からのクルーズ観光、これらの観光客を積極的に誘致することで、観光を核とした地域経済の活性化を
目指しています。

総
合
評
価

令和元
年度

Ａ：施策の目的が達成されている。 理由
日本平山頂展望施設「日本平夢テラス」（H30.11月）、三保松原文化創造センター「みほしるべ」（H31.3月）の開設や周辺の整備により観光客が増加している。ま
た、「日本平久能山スマートインターチェンジ」の開通により交通アクセス性が向上し、効率的な回遊性が確保されたことが誘客に繋がっていると考えられる。さら
に、スマートインターチェンジ周辺のまちづくり事業の推進による認知度の向上も図られている。よって、総合評価は「Ａ」とした。

令和２
年度

令和４
年度

ー 理由 ー

分野 ６　都市・交通 評
価
責
任
者

所属
都市局　都市計画部

新インターチェンジ周辺整備課

政策 ２　地域の魅力と活力を高めるまちづくりを推進します 氏名 課長　藤田　佳文



（３）施策を構成する主要事業

※主要事業の優先順位は、各施策の目的や指標を達成する上で、重要度、貢献度などの観点から高いものから順位とする。

※達成状況の凡例（◎：計画より進んでいる、○：計画どおり進んでいる、△：計画より遅れている、－：計画上実施時期が到来していない）

（４）今後に向けた見直し等

令和４年度 ー ー

令和２年度 ー ー

令和３年度 ー ー

年度 課題 見直しの方向性

令和元年度 「東名新インターチェンジ開設事業」の完了について 日本平久能山スマートインターチェンジが令和元年9月14日に開通したことから、今後主要事業からは削除。

4

2

3

1

ー

0.0

○
2 ー ー ー ー ー ー

3

ー4 ー ー ー ー ー

日本平公園整備事業

①山頂施設整備
　・バリアフリー園路整備の用地交渉
②平原ゾーン及びアクセス道路整備
　・平原ゾーン及び駐車場整備工事の実施
　・アクセス道路整備工事の実施

1

1 124,230 15,115 139,345 4.0 0.0

ー ー ー ー ー

ー

0.3

○
2 ー ー ー ー ー ー

3

ー4 ー ー ー ー ー

東名新インターチェンジ開設事業

①新インターチェンジの整備
　・令和元年９月14日「日本平久能山スマートＩＣ」開通
②新インターチェンジの利用促進
　・整備効果検証業務の実施及び公表
　・ＰＲ活動の実施（集客施設ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへの掲載、ﾁﾗｼ配布等）

-

1 27,900 3,400 29,193 5.0 0.0

ー ー ー ー ー

ー

0.3

○
2 ー ー ー ー ー ー

3

ー4 ー ー ー ー ー

恩田原・片山土地区画整理事業
①土地区画整理事業の継続実施（組合施工）
　・組合事務局への適切な指導と補助金交付事務
　・将来公共施設管理者との協議

2

1 1,173,559 600,743 600,743 6.0 0.0

ー ー ー ー ー

0.3

○
2 ー ー ー ー ー ー

3 ー ー ー ー ー ー

ー4 ー ー ー ー ー

大谷・小鹿地区まちづくり計画推進事業
①宮川・水上地区まちづくり推進時事業
　・土地区画整理事業実施に向けた合意形成活動

3

1 6,698 0 6,313 5.0 0.0

主要事業名 主な活動内容
優先
順位

年度 現計予算額
前年度から
の繰越額

決算額

人工
達成
状況

正規 非常勤 臨時


